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1　はじめに
　透析療法は、患者にとり生涯続く終わりのない治療
である。日常生活においても、治療上必要な制限や、
自己管理が要求される。透析患者のQuality　of　Life
（以下、QOLと略）向上には、さまざまなハンディ
を受けとめ、自分の人生を達成するため、より良い透
析生活を送ることが目標とされる。
今回、日常生活意識調査アンケート（表1）を実施
し、HD（He皿o　Dialysisの略式で血液透析と訳し、
以下HDと略）とCAPD（Continuous　Ambulatory
Peritoneal　Dialysisの略式で連続携行式腹膜透析と
訳し、以下CAPDと略）のいずれかの群の患者が、
より充実した生活を送っているか検討したので、その
結果を報告する。
表1 《日常生活意識調査アンケート》
ll方法及び実施
調査対象は、当院にてCAPD又は、　HDを実施し
た患者のうち、CAPD患者29名、　HD患者26名で、
CAPD患者の回収率88％、　HD患者の回収率92、8％
だった。
調査対象の背景は、平均年齢CAPD55．3±10才、
HD59．5±11才、　HDにおける女性が少数だったこと
と、又、HDにおける糖尿病性腎症のしめる割合が多
かったこと以外に、大差はなかった。　（表Ii［）
調査方法は、アンケート調査を実施し、内容は、仕
事、食事、入浴、睡眠、排便、性、余暇、外出、旅行
交際範囲、家族の協力の11項目について、5段階評価
し、合計点数を生活点数とし、それを比較した。又、
CAPDとHDの1ヶ月の治療に費やす時間を、治療
拘束時間とし、その比較をした。　（表皿）
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表皿　《調査方法》
1．方法：アンケート訓査
2．内容
　（1）生活点数の比較健闘
　　①仕事
　　②　食事
　　⑧入浴　　 1～11項目について　　④睡眠　　5段階評価し、合計
　　⑤排便　　点数を生活点数とし
　　⑥性　　 て、その比較検討を　　⑦余暇　　　　　した。
　　⑧　外出
　　⑨旅行
　　⑳交際範囲
　　⑪家族の協力
　②　治療拘束時間の比較検討
　　治療拘束時間の条件
　　〈　HD　＞　回／週　治療時間と通院時間
　　＜CAPD＞　回／日　パック交換時間
　　　　　　　1ヶ月1回　通院時間
　　　　　　　1ヶ月1回
　　　　　　　1回
　　　　　　　1回
　　診療時閲を1時間とする
電話連絡探聞を5分とする
カテーテルケア時間を15分とする
皿　結果
　仕事について、4点5点のしめる割合は、HD32％、
CAPD72％、と、　CAPDが圧倒的に高得点を示し、
仕事への影響が少ないことがわかる。（図1）
　食事について、4点5点のしめる割合は、HD、　C
APDともに80％以上にもかかわらず、2点のしめる
割合が、HDがわずか4％に対して、　CAPDは15％
にのぼっていた。　（図1［）
　性について、1点2点のしめる割合は、HD62％、
CAPD45％と、ともに低得点だった。　（図皿）
　余暇を有効に過ごそうと思っているかについて、4
点5点のしある割合は、HD30％、　CAPD46％と、
ややCAPDが高得点だった。それに比例してか、外
出旅行状況についても、CAPDの方がやや高得点だ
った。　（図IVV）
　家族の協力について、4点5点のしめる割合は、H
D80％、　CAPD82％と高得点を示し、ほとんどの患
者は自立できているといえる。（図VI）
　入浴についても、4点5点のしめる割合は、HD、
CAPDともに80％以上で差はなく、高得点を示した。
　睡眠、排便については、薬を服用し、個々でコント
ロールしているたあ、HD、　CAPDの差は認めなか
った。
　交際範囲について、1点2点のしめる割合が、HD
50％、CAPD47％と、低得点を示した。
　治療の為の拘束時間は、1ヶ月平均HDは53．7±
13．8時間、CAPDは67．4±25．1時間と、　CAPDの
拘束時間の方が長いという結果が出た。　（図W）
　生活点数の合計は、HD平均36．2±7．3点、　CAP
D平均40．2±7．2点と、CAPDの方が高得点を示し
た。（図V皿）
IV　考察
　治療の為の拘束時間が、HDよりCAPDの方が、
14時間以上長かったにもかかわらず、CAPDは、自
宅で自分の生活ペースに合わせながら治療できるとい
う利点から、生活点数が高得点を示し、この治療方法
が透析患者のQOL向上により役立っているものと考
えられる。
　しかし、食事面については、CAPDがHDよりも
制限が少ないにもかかわらず、常に腹腔内に透析液2
Eを貯留していることによる腹満感や、それによる食
欲低下を認めた。又、余暇の過ごし方、交際範囲、性
についても、平均3点以下を低得点を示し、透析患者
がいかに制約された生活をしいられているかがうかが
われる。
V　おわりに
　透析患者の制約を最少限にとどめ、制約された生活
行動範囲内で、個々がより充実感、満足感のある生活
が送れるように、働きかけていくことが、今後の私達
の大きな課題であると思われる。
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